



稲 津 一・ 芳
は じめに
遠距離通信 の主役 として,英 文 レターは徐 々に,確 実 に,英 国国民 に浸透 し,17世 紀 になっ
て もその勢いは衰 えることはなか った。当時既 に,商 人の海外進出 に伴 う関係 者間の緊密 なコ
ミュニケーシ ョンが求め られてお り,レ ターの書 き方 を学びたい とい う人のニーズはこれ まで以
上に強 くなっていた。それを裏づ けるかのように,前 世紀に非常 に人気の高かったマニュアルの
三大ベス トセラー(TheEnimieofldlenesse,TheEnglishSecretary,TheMerchantsAvizo)は,17
世紀の半ば頃 まで版を重ねていた。
また,そ れ らに対抗すべ き新 しいマニュアルが17世 紀 にも続 々発 行 された。初期 には,そ れ
までの 「教え」 を主にしていたマニュアルに対抗 して,面 白さや遊びの要素 を加味 した楽 しい読
み物,「 レター文例集」が数多 く出版 されている。
17世 紀中期以降になると,こ れ までの教 え(楽 しみ)に 加 えて,比 較的新 しい考 え方 を主 張
した内容の ものが発行 されている。事実,著 者 たちは自著 の良さを強調するあ まり,今 までのマ
ニュアルに過度 なまでにライバ ル心 をむ き出しに非難 ・批判 している。確 かに内容的には,こ れ
までの書 くことだけではな く話す ことも含めた,い わゆるコ ミュニケー ション上達のための 「実
用書」を目指 していたようである。
本 稿 で は,17世 紀 の 下 記 マ ニ ュ ア ル 上 で の 教 え や レ タ ー の 特 徴 な ら び に 当 時 の 状 況 を 明 ら か
に し た い(1)。
1.NicholasBreton,APostewithaPacketofMaddeLetters(1602‐1685)
II.M.R.,APresidentforYoungPen-men,orTheLetterWriter(1615‐1638)
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皿.W.P.,AFIyingPost(1678)
IX.JohnHill,TheYoungSecretary'sGuide,OrASpeedyHelptoLearningO687‐1764)
X.JohnHawkins,TheEnglishSc加oム 吻 α∫'召7Co勉 ρ」θα詑4(1692-1694)
XI.T.Goodman,Esq.,TheExperiencedSecretary,OrCitizen'sandCountryman'sCompanion
(1699-1707)
1.通 信 文(レ ター)に つ い て
前世紀に引 き続 き,17世 紀になってもレターの役割 は依然重要であった。例 えば,
「王は,ど の ようにして 自分の偉大な行動を知 らしめた り,自 分 の領土 を拡大 した り,国
民 の傷 を癒すことがで きるのか。貴族は,ど のように して自国に奉仕するための情報 を
入手で きるのか。商人は,ど のようにして多 くの国で得 た富 を自国に持ち帰 ることがで
きるのか。遠隔地の人々は,ど の ように してお互いに話 しをすることがで きるのか。 こ
れ らは,レ ターの助 けによって初めて可能 になるので はなかろ うか」(n序 文)
と,レ ターの効用が強調 されている。
また,17世 紀後半になって も,
「あ らゆる時代 において,書 く技術は,人 類 にとって共通の恩恵以上の もので,… こ
の(書 く)技 術 は,我 々の住んでい る世界 での重要 なことを交渉 した り,処 理す る時
に,そ の便利さがわか る。特 に文明国では,人 間社会の利益 や楽 しみ,幸 福 をもた らす
売買,貿 易,通 商が行 われる場合や遠距離 の人 との話 し合 いが必要 な場合 に役立 つ」
(IX-PP.1-2)
と,状 況に応 じて書ける技術の習得の大切 さが強調 されている。恐 らく当時 も前世紀 と同様,書
くことは専門の秘書 に任 されていたと思 われる。 また,秘 書に限 らず,種 々の専門家が求め られ
ていた ようである。 しか し,そ の実態ははなはだ心 もとな く,
「近頃,一 ・介の行商人でも商人 と呼ばれた り,屍 理屈 を言 う人が弁護士 と思われた り,単
なる流行作家が詩人 とみなされる。 … レターをほ とん ど書けない人で も秘書 とみな
される」(H一 序文)
と,皮 肉 られるほど多 くの専門家が現れたが,社 会のニーズ を満たすべ く真の専門家 は依然少な
かったようである。
このように,依 然 として書 くことの難 しさが強調 されていた時代 おいて,
する教えは,ど のように指示 されているのであろうか。
レターの書 き方 に関
2.通 信 文(レ タ ー)の 書 き方 に つ い て
(1)望 ましい書 き方
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レターの書 き方 に関 して,特 に目新 しくはないが,前 世紀 よ り具体 的でわか りやすい。例 え
ば,
「私 は,あ なた方読者 に親 しみのあ る書 き方 を勧 め る。難 しい言葉 も美辞 麗句 もい らな
い。また,あ なたがなるべ く大衆の言葉で書 きたいと思 うな らば,ラ テ ン語の金言 を引
用 してはならない。 … レターは主に,親 しい友人に宛て られ,家 庭内の問題な どが
取 り上げ られるので,硬 い表現や学究的な書 き方 は望 ましくない。 ラテ ン語の使用 は控
え目にすべ きで,ラ テン語のモ ッ トーや ことわざなど,読 み手の内容理解の助け となる
場合 に限 り採用すべ きである。 … 自国語ではな く外国語 を多用することは,相 手に
気取 り過 ぎていると思われる恐れがある。あ なたの レターでの説明は明確 に しなさい。
そ して,相 手を不快 にさせ ないように心が けなさい。 レターで用 いられる語句は,言 葉
の意味の正確 さを期すために,あ まり古い表現 は引用すべ きではない。新 しい表現 も過
度 に使用 してはな らない」(N‐"AdviceforwritingLetters")
など,「 親 しみ」 を強調 してい る。そのため,古 い表現=ラ テン語,新 しい表現=外 国語 もなる
べ く使わない方が望ま しい とされている。
レターには,
① 通常の話 し方 と同じ自然 さが望ま しい。
② 修辞学上の比喩 などは不適である。
③(た だ し)読 者に読みたい と思わせ るような洗練 された表現は必要である。
な ど(V-"lnstructionsforWritingofLetters,TheFirstpalt"),難 しい表現や語句 を避 け,礼 儀を失 し
ない親 しい書 き方が必要 となる。従 って,発 信者は,レ ターを書 く時に,
「何が一番適 した話題 なのか,時 間や状況 をよ く考 えなけれ ばな らない。 また,相 手に
よって書 き方を変えることも必要である」(V-"TheSecondPart")
ということを念頭 に置 き,実 際 には,
「レターでは簡潔 に書 くことが非常 に望 ましい。短 くも長 くもない,中 庸が良い」(V)
「(相手に)容 易 に理解 されるように平易 な言葉で書 く必要がある」(V)
など,簡 潔かつ平易に書けばよいのである。
また,あ る著者(JohnHil1)は,
「(これ らの)レ ターは,最 新のス タイルで,正 確なスペル を用 いた,最 も洗練 された書
き方の ものでな けれ ばならない。 さ らに,受 信者 との上下 関係(「 上位 者」 「同等者」
「下位者」)に 応 じた上品な言い回 し,身 分上の隔た り,親 しみ,謙 虚 さなどの点に十分
配慮 しなければな らない」(IX-p.2)
と,16世 紀 のマニュアルで指摘 された教 えと同 じ受信者 との関係 を重視 した書 き方 を主張 して
いる。さらに,





当 時 の 人 々 は,上 記 の 教 え に 従 っ た 具 体 的 な 表 現 を 参 考 に す る こ と が で き た 。 例 え ば,
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に関す るものに分け られる」(医 一pp.2-3)
初めてビジネス レターの存在に言及 している。 また,
「(レター)形 式 は,受 信 者の能力 と取 り上 げ る内容 に基 づ き,相 応 しい表現 や文 章,
句,語 の選択,配 置な どによって決 まる。例 えば,学 のある人 に対す る場合 は,当 然 レ
タースタイルを高尚な ものにすべ きであるが,気 取 った言い回しや凝 り過 ぎた表現 は避
けるべ きである。無学 な人に対 しては,誤 解 されない ように簡潔かつ理解 しやすいス タ
イルが望 ましい」(IX-p.3)
受信者の能力 に応 じて,そ れに相応 しい レター形式,ス タイルを採用するように教 えてい
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poorTenanttocommand""YourWorshipstobecommanded"
な ど で あ る 。
ま た,発 信 者 と 受 信 者 の 関 係 を 明 示 す る 宛 名 と結 尾 語 の 組 合 せ 例 と し て,
「親 子 間 」:-TohislovingFather:Yourobedientson,
‐Tohisilladvisedson:YourdispleasedFather
,












に す べ き で,私 的 レ タ ー の 場 合 に は
さ ら に,ビ ジ ネ ス レ タ
は,商 人 が 実 際 に レ タ ー を 書 く場



















面 白 い 例 が 示 さ れ て い る 。 結 尾 語 は 本 来,発 信 者 の 立 場 ・身 分 を 明 ら か
,常 に"servant"で あ る 必 要 は な い 。
一 に 比 較 的 近 い 私 的 レ タ ー の 場 合 の 宛 名
,結 尾 語,結 び の 挨 拶 例 な ど
合 に 役 立 っ た よ う に 思 わ れ る 。 例 え ば,
"DearLady""Tomy






















































な ど 佃 一pp.111-115),商 取 引 の 場 合 に も 活 用 で き る 。
このような多 くの表現例 を参考にすることのメ リッ トは何 なのか。当た り前のこ とであるが,
人間の能力 には個人差があ り,そ の人の長所 を生かす と共に,短 所 を補わなければならない。つ
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ま り,
「ある人 は上手に話せるが,う ま く書けない。ある人は優 れた感覚でペ ンを使用するが,
それに相応 しい表現 を持 っていない。 ある人 は優れた独創性 を持 っているが,そ れ をう
ま く表わす方法を知 らない。そのため,我 々は,即 興 的な閃 きで十分だ と自覚 していて
も,人 工的な表現形式が役立つことを認めざるを得ない。 なぜな ら,そ れ らの表現 を学
ぶ ことによって,た とえそれをその まま適用することがで きな くて も,意 思伝達のため
の能力 を高めた り,そ の習得を容易 にする手助け となるか らである」 佃 一序文)
同様 に,話 術の大切 さについて,
「流暢 に話す ことは,人 との話 し合いに際 し絶対 に必要であるので,賢 明な人は皆,あ る
問題の処理やその理 由を伝 える場合 に,最 も巧 みな振 る舞い と共 に,多 くの修辞技能 と
専門的知識 を持つ ことは便利 であると認めざるを得 ない。 なぜな ら,人 はその ような技
能 ・知識な しに,自 分の 目標 を達成す ることができない」 佃 一序文)
「有能 な人々にとって,雄 弁であることは極めて重要な資質である。それは,① 非常に機
転が利 き,機 知 にあふれている人は,あ らゆる状況をうまく処理することがで きる。②
雄弁 さによって,我 々の議論を魅力的 にした り,行 為 を新鮮 にした り,友 をよ りよい方
向に導 くことがで きる」(VI一 序文)
か らであ る。言い換 えると,我 々は,自 分の意思を伝 える場合,た とえマニュアルに示 された人
工的な表現 ・形式で も模倣,活 用することによって,よ り効果的に自分 の目的が達成 されるので
ある。
(2)上 下関係(階 級)を 意識 した書 き方
17世 紀 も前世紀 と同様 に,相 手 を敬 うことが求め られている。
1)間 隔(ス ペース)の 活用
レター用 紙1,2枚 とい う短い文書上で,い かに相 手 を奉 り,敬 うか とい うこ とに,当 時の
人 々は腐心 していた ようであ る。 ここでは,非 常 に簡単 で誰 にで も可 能 な方法,間 隔(ス ペー
ス)の 活用が指摘 されている。発信者 は,レ ター用紙 の間隔(ス ペース)を 活用す ることによ
り,簡 単に相手への尊敬の気持ちを示す ことがで きる。言い換えると,受 信者が レターを開封 し
一見 しただけでわか る方法である。
例 えば,宛 名の肩書 きについて,
「我 々が特 に注意すべ きは,相 手の肩書 きである。当人に最 も相応 しいもの,当 人が希望
するもので なければならない。 さもない と,そ の レターが快 く受け入れ られず,不 快感
を引 き起 こすことになる」(V-``'1`heSecondPart")
と,注 意 した上で,身 分の高い"Lord"宛 の場合,
「一行 目と二行 目の間隔が広 ければ広 いほ ど,尊 敬 の度合 いが大 きいこ とを意味す る」
(v>
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と,教 えて い る。 ただ し,封 筒 の宛名 書 きの場 合 は,レ ター の託 送 人 に両者(受 信 者 と発信 者)
の 上 下 関係 が わか ら ない よ うに,こ の 「間 隔 をあ け る」原 則 は 適 用 され ない と注 意 して い る
(v)o
レター本 文 の中 で も,最 初 の部 分 のスペ ー スが 重要 な意味 を持 つ。 書 き出 しの 冒頭敬 辞 と用件
を明 らか にす る本 文 との 間隔 を どの くらい にす るか,受 信 者 の地 位 に応 じて変 え なけ れ ばな らな
い。 高位 者 宛 の場合 には,
「書 き出 しの一 行 目(salutation)と 二行 目の 間隔 を十分 あ け る こ とが必 要 」(V)




の よ うに(v),広 く間隔 をあ け る こ とが必 要 とな る。
また,相 手へ の呼 びか け に際 して,へ り くだっ た気 持 ち をさ らに強 調す るため に,
「本 文 で は,慣 習 に従 った名宛 人 の敬 称("Highness""Excellency")を 用 い る。 また,相
手(主 人)を"Lord""Master"な ど反復 す る こ とに よ り尊敬 の気持 ち を表 わす」(V)
こ と も必 要 となる。
逆 に,尊 敬 の 度合 いが 少 な い場合 には,あ えて 間隔 をあ けな くて もよい。例 え ば,
"Sir
,Ihaveunderstood,&c."






の ように(V),"Sir"の 代 わ りに,「 敬 称+名 前 」 の書 き出 しで,即 用 件 に言 及 す る。
さ らに,末 尾 で も,
「高 貴 な人 に レター を出す場 合 には,本 文 と末尾 の 間隔 を広 くあ ける こ とが 必要 」(V)
で あ り,結 尾 語 の 表現 も,
① 高貴 な人 に対 す る場 合:``Yourmostobedientandmostobligedservant"




③ や や身 分 の低 い人 に対 す る場 合:``Youraffectionate"
④ 女性 か ら レター を出す 場合:``Yourservant,&C.
な ど(v),相 手 に応 じた使 い分 けが求 め られ て い る。
この教 え に よる と,上 位 者 に対 す る場 合 に は常 に,"servant"で なけ れば な ら ない。 また,女
性 の地位 が低 く見 られて い た当 時 の傾 向 か ら,女 性 も常 に"servant"で な けれ ば な らなか った。
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同 じような観点か ら,相 手に不快感 を与 えないような最後の工夫 も求 め られ る。例 えば,レ
ターの体裁について,
「汚れ もな く香 りの よい美 しい紙 に広 く余白を取 って書かなければならない」(V)
「レターは絹 とスペイ ンワックスで きれいに封印 され なければならない」(V)




など,十 分 な配慮(気 配 り)も 必要 となる。
ヒル(JohnHill)は,上 記の説明("TheSecretaryinFashion")を 模倣(参 考に)し て,
1)末 尾 ・署名の意義:末 尾 ・署名 は,レ ター発信者の挨拶 にす ぎない。 しか し,あ る程
度,名 宛人の社会 的地位 に対応 した表現が求め られる。また,友 情や親 しみを示す
必要 もある。
2)間 隔(ス ペース)の 意味:社 会的地位の高い人に書 く時には,相 手に尊敬 の意を表す
ために,書 中宛名の場合 と同様,本 文 と署名 の問の間隔を広 く取ることが必要であ
る。
3)日 付 の書 き方:ビ ジネス レターの場合,左 側 に年 月 日と発信場所 を明記 すべ きであ
る。
4)本 文の書 き方:簡 潔,明 瞭,美 しさを心がけなければな らない。当然の ことなが ら,
正 しいスペル,正 式な封印,正 しい句読点な ども必要である。
と(IX-pp.100-101),簡 潔 にまとめている。
このような外見上の形式以外 に,以 下の ような具体 的な状況下での受信者への思 いや りも必要
となる。
2)相 手本位の書 き方
相手の立場 を尊重 した,比 較 的難 しいとされる下記のような状況 に応 じた書 き方 は参考 になる
(V‐"TheFirstPart"}o
① 忠告 レター(LettersofCounsel):相 手が助言 を求めた場合 には,相 手はあなたを尊敬
しているので,拒 否 してはな らない。逆 に,相 手の要求な しにこち らか ら助言を与える
場合 には,押 し付 けにな らない(あ くまで も 「友情」か らと強調する)よ うにすべ きで
ある。
② 抗議 レター(LettersofRemonstrance):人 に抗議す る時には,そ の人 を不愉快 にしない
ように十分な配慮 と工夫が必要である。そのためにまず,相 手の優れた点(資 質)に 触
れ,そ れ をほめたたえる。その上 で,「 世の中には誤 りを犯 さない完全 な人はいないけ
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れ ども,相 手の優 れた点(長 所)が その入の誤 った行為(欠 点)に よって台無 しになっ
てはならない」 など忠告する。
③ 依頼 レター(LettersofEntreaty):あ ま り親 しくない人 に物事 を依頼す る時には,遠 回
しに,し かも自分の非礼 をわびた上で申込む。 また,今 までに恩恵 を与 えた人 に依頼す
る時には,そ の恩返 しを求める ようなことは してはな らない。
④ 援助 申込 レター(LettersofProfferofAssistance):友 人が困っている時 には,早 急 に手
を差 し伸べ るべ きであ り,ま して相手からの援助 の依頼 を拒否 して,相 手の面 目をつぶ
す ようなことをしてはならない。
⑤ 不平 レター(LettersofComplaint):あ まり強い不平でない時には,相 手 をほめる言葉 も
一緒に加 えることが必要である
。強い不平 を述べる時に も,あ ま り誇張 した り,傷 つ け
るような表現は避 けるべ きである。
⑥ 返信 レター(LettersofAnswer):業 務に関するレタ0の 場合には,必 ず返事 を書 くべ き
である。それも迅速が肝要である。早急 に返事 を出せない時には,相 手 を長い間不安 に
させないように,準 備 で き次第返答す る旨連絡することが必要である。 また,返 事の内
容が相手 にとって好 ましくない,あ るいは不快 な場合 には,相 手が冷静 にその忠告 を受
け入れ られるように,さ らに友情 にひびが入 らない ように,し ば らく猶予期 間を置 くこ
とも必要である。
上 記 の 説 明 を 具 体 的 な 形 で 示 す 。 ま ず,依 頼 の 場 合,あ ま り親 し く な い 人 に は 遠 回 し に 自 分 の









の よ う に(V-p.23),冒 頭 で 依 頼 の 図 々 し さ を 謝 っ て か ら 依 頼 事 項 を 明 ら か に す る 。 そ し て,相
手 の 親 切 心 や 好 意 に す が り,こ ち ら の 要 求 が 断 わ ら れ な い こ と の 期 待 を 表 明 し,も し 当 方 の 希 望
通 り に 要 求 が 満 た さ れ れ ば,こ れ ま で 以 上 の 恩 返 し を す る 旨 明 言 す る 。 要 求 が 容 易 に か な え ら れ
そ う に な い 場 合 に は,こ の よ う な 娩 曲 的 な 方 法 が 取 ら れ る 。
また,不 平を述べ る場合 には,問 題点 を過度に誇張 した り,相 手を傷つける表現 は避 けなけれ
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の よ う に(V-pp.8-9),冒 頭 で,友 情 か ら 相 手 の 非 礼 の 理 由 を 問 わ ざ る を 得 な い こ と を 明 ら か
に す る 。 親 し い 間 柄 の せ い か,全 体 的 に 非 常 に 強 い ト0ン と な っ て い る 。
一 般 的 に は も う 少 し 柔 ら か い トー ン が 求 め ら れ る









の よ う に(V-p.11),冒 頭 で 苦 言 を 呈 す る こ と を 明 ら か に す る が,最 終 的 に は,相 手 が あ ま り 感
情 的 に な ら ず,冷 静 に 対 応 す る よ う に 求 め る 。
上記 レター例文の ように,内 容が 「良い知 らせ」でない場合には,な るべ く相手の感情 を害 さ
ないような書 き方が求め られ る。
3.モ デ ル レタ ー
前世 紀 と同様,レ ターの基本的な構 成は,「 ①序論(Exordium),② 論述(Discourse),③ 結
論(Conclusion)」 の三部構成が望 ましい,と 指摘 されてお り,発 信者は,
① 序論:通 常 は相手の ご機嫌 を伺 うための簡単 な挨拶の後,自 分 の言 いたいこ と(用
件)を 知 らせ る方法が取 られている。 この方法 は,重 要な問題 を扱 った比較的長
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文の レターには適 しているが,そ れ以外の場合 は,い きな り用件 に入 った方が望
ましい。
② 論述:特 に書 く順序 はない。あま り文脈 を気 にせず,思 いの ままペ ンに任せて書 く。
ただ し,返 事 の場合 は,話 題転換のための接続語句 を使いなが ら順番 に従って書
いた方が良い。
③ 結論:相 手に愛情 を示 した り,相 手の繁栄や健康 を祈願す る結びの挨拶 で終 える。
な ど(V-``TheSecondPart"),参 考 にして書けばよいのである。
ここでは,前 世紀の傾向 と同様に,冒 頭,末 尾の挨拶 の必要性が説かれている。ただ,短 い内
容の レターの場合 には,冒 頭 の挨拶 なしに即用件の説明に入 ってもよい と指摘 されている。現代
の書 き方 に通 じる新 しい教 えである。
さて,17世 紀 のレターは どの ように書かれているのであろ うか。依然 として ユ6世紀 の影響 を
ロ
受 け た や や 仰 々 し い 書 き 方 を 踏 襲 し て い る の だ ろ う か 。
3-1.レ タ ー 例
次 の レ タ ー は17世 紀 前 半 の も の で,商 人 が 仲 買 人(factor)に 出 し た も の で あ る 。


















冒 頭 で 長 い 説 明(「 相 手 へ の 信 頼 と 仕 事 が 順 調 に 進 ん で い る こ と の 期 待 」)の 後,通 知 表 現
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("letmetell")に 続 き,商 品(布 地,ワ イ ン)と 必 要物 資 の送付 を知 らせ てい る。 次 に,現 地 の
事 情(「 取 引相 手 の信 用力 」 「商 品市況 の 動 向」 「高官 との関 係」)に つ いて 問合 せ,慎 重 な処 理 ・
取扱 い を指 示 してい る。 最後 に,用 件 の 説 明終 了(「 以上 」;"letthissu血ceyou_")に 続 き,相
手へ の信 頼(「 愛 情 深 く見 守 る」 「資金 管 理 を任 せ る」)を 強調 し,簡 単 な結 び(「 返事 を待 つ」)
で締 め くくって い る。
上 記 に 対 す る 返 事 は 以 下 の 通 りで あ る 。














本 状 で はr相 手 の 問 合 せ に 対 し て 順 に 応 え て い る 。 書 き 出 し で 主 人 の 信 頼 を 願 い な が ら,具 体
的 な 用 件(「 信 用 貸 し に 不 安 は な い こ と 」 「商 品 販 売 の 見 通 し ・動 向 」)に つ い て 説 明 し て い る 。
最 後 に,次 回 の 郵 便 で の 情 報 提 供 の 約 束 と,冗 長 な 結 び("ING"形)で 終 え て い る 。
上 記 レター(1)(2)の 結 尾 語("master""servant")か らわ か る よ うに,両 者(発 信 者,受 信
者)は 主従 関係 にあ る。 両 レ ター と も,冒 頭 は やや 冗 長 な言 い 回 しに な っ て いる 。 返信 レ ター
(2)は 末 尾 の挨 拶 も仰 々 しい。 受信 者(上 司)の 立場 を尊重 した書 き方 で あ る。
次 の 例 は,友 人 の 借 金 申 込 み の ケ0ス で あ る 。













本 状 で は,冒 頭 か ら 相 手 の 愛 顧 に す が る 旨 長 々 と 説 明 し た 後,用 件(「40ク ラ ウ ン の 借 金 申
込 」)と 言 い 訳(「 借 金 は 今 回 の み 」 「借 り 手 よ り も む し ろ 貸 し 手 に な り た か っ た 」)を 明 ら か に
し,後 半 で は,借 金 の 理 由 を 説 明 し,最 後 に,持 参 人 へ の 託 送 を 依 頼,結 ん で い る 。 友 人 へ の 依
頼 と は い え,内 容 の 性 質 上,冗 長 な 書 き 方 に な っ て い る の は や む を 得 な い 。
そ の 返 事 は 以 下 の 通 り で あ る 。












本 状 で は,定 型 の 書 き 出 し(「 レ タ ー の 受 取 」)で 始 ま り,相 手 の 苦 し い 状 況 を 推 し 量 り な が ら
も相 手 の 要 望 に 応 じ ら れ な い こ と を 明 ら か に し て い る 。 そ し て,断 り の 理 由(「 自 ら の お 金 の 必
要 性 」)を 説 明 し,最 後 に,申 し 訳 な い と 謝 罪,丁 寧 に 結 ん で い る 。 相 手 の 立 場 を 慮 っ た や や 冗
長 な 書 き 方 と な っ て い る 。
次 の例 は17世 紀 半 ば過 ぎの もので,外 国 の代理 商へ の商 品送付 の案 内で あ る。
5)レ ター例(5)佃 一p.9)
Mr.Johnson,













本 状 で は,親 し み を 込 め た 冒 頭 の 呼 び か け("Mr.Johnson")で 始 ま っ て い る 。 特 に 冒 頭 の 挨
拶 は な く,即 用 件(「 商 品 の 船 積 」 「商 品 明 細 の 参 照 」)の 説 明 に 入 り,市 場 の 動 向 や ラ イ バ ル 商
品 の 有 ・無 の 調 査 依 頼,タ バ コ の 買 付 け ・送 付 を 依 頼 し,簡 潔 に(「 以 上 」;"this...isallatpre-
sent")終 え て い る 。 上 位 者 か ら の 書 き 方 に 近 い 。
そ の 返 事 は 以 下 の 通 り で あ る 。















本 状 で は,丁 寧 な 呼 び か け("HonouredSir")で 応 え て い る 。 冒 頭 で 受 取 レ タ ー に 言 及 し た
17世紀の商用英語通信文の特徴17
後,用 件(「 商品の受取」「商品の処分」)を 述べ,次 に,そ の間の事情を詳 しく説明(「 ライバル
商品が少 な く大 きな利益が得 られた」),さ らに,依 頼通 りの船積(「 タバ コ大樽500個 分」)を 明
らかにしている。最後 に,貨 物の無事到着 を祈 りなが ら,や や仰 々しい結びの挨拶("ING"形)
で終 えてい る。上位者宛 の トー ンである。
以 下 の 例 も 同 時 期 の レ タ ー で あ る 。


















本 状 は,出 張 中 の 部 下 か ら上 司(主 人)へ の 業 務 連 絡 で あ る 。 冒 頭 で 簡 単 な 挨 拶 の 後,通 知 表
現("ce・ ≫)に 続 き,順 調 な 取 引 状 況(「 代 金 の 受 取 」 「商 品 に 対 す る 好 評 価 」 「よ り 良 質 な 商 品
の 希 望 」)を 説 明 し て い る 。 次 に,K氏 の 評 判(「 負 債 が 多 く,望 ま し い 人 物 で は な い 」)に 言
及,買 付 け 商 品 の 発 送 と 到 着 予 定(今 週)の 連 絡,最 後 に,さ ら な る 業 務 連 絡 を 待 つ 旨 述 べ て 終
え て い る 。 用 件 の み を 述 べ た 簡 潔 な レ タ ー と い え る 。
そ れ に 対 す る 返 事 は 以 下 の 通 り で あ る 。
8)レ タ ー 例(8)(VIII-pp.66-67)
William,
YourLettercametomyhandsthe10thinstant,andIamgladyouhavesucceededsowellinmy















本 状 は,主 人 か ら従 業 員 へ の 連 絡 の た め,敬 称 な し の 呼 び か け(``William")で 始 ま り,冒 頭
で レ タ ー の 受 取 を 確 認 し,そ の 中 で の 報 告(「 代 金 の 受 領 」 「客 の 満 足 と 取 引 の 拡 大 」)を 喜 び,
さ ら な る 売 り 込 み(「 良 質 な 商 品 の 提 供 を 約 束 」)を 促 し て い る 。 次 に,現 地 で の 買 付 け 商 品 の 是
認,業 務 処 理 へ の 最 善 の 注 意,迅 速 な 財 務 処 理 な ど に 言 及,最 後 に,帰 国 を 心 待 ち に し て い る と
述 べ,定 型 の 結 び(「 以 上 」;"whichisallatpresent")で 終 え て い る 。
次 の 例 は 同 等 者 間 の レ タ ー で あ る 。












冒 頭 で 相 手 の 好 意 に 感 謝 し て か ら,良 い 知 ら せ[「 当 該 国 の 経 済 状 況 の 好 転 に よ り貴 社 の 製 品
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に対 す る需 要 は高 い」 「明 るい見 通 し(次 便 で の商 品 入荷 に よ り大 幅 な利益 が期 待 で きる)」]を
伝 えて い る。本状 で は,冒 頭敬 辞("SIR"),書 き出 しの通 知表 現("letyouunderstand"),用 件
説 明の終 了 表現(`This...allatpresent")な ど,一 定 の 形 が活用 され てい る。
以 下 は 返 事 の 例 で あ る 。














本 状 は,商 品 の 送 付 案 内 で あ る 。 冒 頭 で レ・タ ー の 受 取 を 確 認 し,注 文 通 りの 商 品 発 送 の 連 絡 と
明 細 書 の 同 封 ・参 照 の 指 示 を 行 っ て い る 。 後 半 で は,お 決 ま り の 売 込 み(「 商 品 の 満 足 度 」 「さ ら
な る 取 引 の 期 待 」)と 当 方 の 熱 意(「 誠 実 な 業 務 遂 行 」 「注 文 品 の ク レ ー ム へ の 誠 実 な 対 応 」)を 明
ら か に し,簡 潔 に 終 え て い る 。
以 下 も 同 じ よ う な 例 で あ る 。














冒頭 で レターの受 取 を確 認 し,依 頼事 項 の処 理 を誠 実 に行 う旨の決 意 を表 明 し,用 件 の報 告 に
入 っ て い る。 こ こで も良 い知 らせ(「Mr.Gilbertと の 話 し合 い の結 果」)か ら始 ま り,次 に,要
求通 りに手 配が で きなか った注 文 品 に対 す る代 案(「 代 替 品 の見本 送付 」)を 示 し,簡 潔 な結 び で
終 えて い る。
上記 レター(10)(11)と も冒頭の挨拶 は な く,即 レターの受取 に言及 し,件 名 を明 らか にし
た典型的な返事の例である。また,末 尾 も簡潔な結 びの挨拶で終えている。
次 は 上 位 者 か ら の レ タ ー 例 で あ る 。










本 状 で は,主 人 か ら従 業 員 へ の 指 示 が 簡 潔 に 伝 え ら れ て い る 。 冒 頭 で 自 ら の 現 状(「 帰 国 日 未
定 」)を 知 らせ た 後,二 つ の 用 事(「 他 の 従 業 員 の 監 督 」 「取 引 の 正 確 な 記 帳 」)を 言 い つ け,終 え
て い る 。 上 位 者 か ら 下 位 者 へ の 連 絡 ら し く,冒 頭 の 敬 称 な し の 呼 び か け(``William"),簡 潔 な 結
び と な っ て い る 。
3-2.特 徴
これ まで の検討 か ら明 らか な よう に,17世 紀 で は,16世 紀 の レター に見 られ た 冒頭,末 尾 の
挨 拶 は必 ず し も必 要 とされ て い ない。 冒頭 で は,こ れ まで の挨拶 に代 わ り,受 信 者 へ の尊 敬,親
しみ を表 わ す 簡 潔 な 形,冒 頭 敬 辞 が 採 用 され て い る。例 え ば,典 型 的 な 冒頭 敬 辞"Sir(SIR)"
"HonouredSir"や 「敬 称+名 前」("Mr
.Johnson")や 名 前 の み(``William")な ど,親 しみ を表 わ
した 呼 びか け が 見 られ た。 この 冒頭 敬 辞 の 後,単 刀 直 入 に用 件 を説 明 した 例[(2)(3)(5)(6)
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(9)]が 見 ら れ た 。 「い き な り用 件 に 入 っ た 方 が 望 ま し い 」(v)の 教 え に 従 っ た 書 き 方 で あ る 。
一 方
















な ど,種 々 の 書 き 方 が 見 ら れ た[レ タ ー 日 付 の 明 示 に 際 し,強 調 の 修 飾 語("instant""past")が
頻 繁 に 用 い ら れ て い る]。
上 記 の 例 か ら,冒 頭 の 挨 拶 は ほ と ん ど 活 用 さ れ て い な い こ と が 明 ら か で あ る 。







定 型 の 結 び で 終 え る 方 法,
"inthemeantimeItakeleave
,andsubscribemyself."(10)
な ど が 見 ら れ た 。















な ど,末 尾 で も 冒 頭 と 同 じ よ う に,簡 潔 な 終 り方 が 主 流 と な っ て い る 。
以上の ように,17世 紀 も依然 として受信者 の立場 を尊重 した書 き方が認め られたが,上 位者
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宛 の場 合 で も16世 紀 ほ ど頻 繁 に仰 々 しい挨 拶 は使 用 され てい な い。 む しろ 冒頭,末 尾 の挨 拶 文
の活用 は減少 傾 向 にあ る。
また,本 文 で の神 へ の言及 も極 端 に少 な くな ってい る。 例 えば,商 品 の到着 予 定 に関 して,
"
...Tabacco,whichIhopewillcomesafetoLondon,"(6)
となっ てい るが,も し16世 紀 であ れ ば,上 記"Ihope"の 代 わ りに,恐 ら く神 に依 頼 す る よ うな
表 現"byGod'sgrace"が 採用 され てい た はず で ある。
このように,17世 紀 の レターには仰 々 しさが消 え,16,17世 紀 のマニュアルで強調 されてい
た 「簡潔 に書 く」 とい うこ とがやっ と実行 されるようになって きた ように思われ る。 この傾向
は,実 際の商人 レターにも反映 されているのであろうか。
4.商 人 レ タ ー
17世 紀 に 書 か れ た 実 際 の レ タ ー は,モ デ ル レ タ ー と 同 じ よ う な 簡 潔 な 書 き 方 と な っ て い る の
だ ろ う か 。
4-1.レ タ ー 例
次 は17世 紀 半 ば 頃 の レ タ ー で あ る 。



















本状 で は,冒 頭 の 呼 びか け(敬 称 な し),口 語 的 な挨 拶("Isaluteyou")に 続 き,レ ターの 受
取 に言 及 し,そ の内容 を確 認(合 意)し て い る。 そ して,用 件(「 前 日の販 売状 況」 「販 売 の見 通
し」 「客 の布 地 色 に対 す る好 み の変 化」 な ど)を や や冗 長 に説 明 し,定 型 の終 り表現(「 以 上」;
`This
...atpresent"),結 びの挨拶 で 終 えて い る。 ただ,「 追伸 」 を効 果 的 に活用 し,最 新情 報 を
提 供 して い る。
次 も 同 一 人 物(Mr.Wamer)宛 の レ タ ー で あ る 。 こ れ も 同 じ よ う な 商 人 間 の や り 取 り と 思、わ
れ る 。 た だ,16世 紀 の モ デ ル レ タ ー で 散 見 さ れ た ラ テ ン 語"LausDeo"(「 神 に 賛 美 あ れ 」)が 使
用 さ れ て い る 例 で あ る 。

















本 状 は,冒 頭 の 呼 び か け と挨 拶 の 後,レ タ ー の 受 取 に 言 及,注 文 品(イ ン ジ コ)の 船 積 遅 れ と
発 送 予 定 の 説 明 と荷 受 人 の 再 指 示 要 望 を 長 々 と 述 べ て い る 。 後 半 で は,現 地 の イ ン ジ コ の 値 段 に
言 及 し て い る 。 商 人 間 の 通 信 ら し く用 件 の み を 伝 え て い る 。 た だ,冒 頭 と 末 尾 の 挨 拶 文 が 挿 入 さ
れ て い る こ と か ら,レ タ ー 形 式 の 重 視 が 窺 わ れ る 。
次 は1650年 の 例 で あ る 。
3)レ タ ー 例(3)(4)
RightWorshipfulSirandSirs,











本 状 で は,冒 頭 の 呼 び か け と 簡 単 な 挨 拶 の 後,レ タ ー の 受 取 に 言 及,そ の 内 容 を 確 認 し て い
る 。 さ ら に,本 件 を 推 し 進 め る べ く代 表 者 の 派 遣 を 伝 え,定 型 の 結 び(「 成 功 祈 願 」)で 終 え て い
る 。 「月 」 強 調 の 修 飾 語 と し て ラ テ ン 語"ultimo"が 使 用 し て あ る 。
次 も 同 時 代 の 会 社 間 の 通 信 例 で あ る 。


















本 状 で は,冒 頭 の 挨 拶 な し に,最 近 の 受 発 信 レ タ ー に 言 及,返 信 で あ る 旨 明 示 し た 上 で,用 件
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(「ロン ドンへ の当方 ならびにハ ル氏か らの代表者派遣予定」「現状打 開のための関係者間の話 し
合 いと早急な行動の必要性」)を 伝えている。末尾は定型の結びの挨拶で終 えている。
そ の 返 事 は 下 記 の 通 りで あ る 。












本 状 も 冒 頭 の 挨 拶 な し に,レ タ ー の 受 取 と そ の 内 容(「 掌 捕 船 問 題 の 解 決 の た め に 代 表 者 を 派
遣 す る 」)の 確 認 な ら び に 本 件 解 決 の た め の さ ら な る 指 示(「 法 的 解 決 の た め にMr.Penroseに 依
頼 す る 」)を 与 え た こ と を 明 ら か に し て い る 。 末 尾 は 本 件 の 解 決 の 希 望 と 定 型 の 結 び で 終 え て い
る 。
両 レター(4)(5)と も,冒 頭 の挨拶 な しに即用件 に入 り,簡 単 な定型 の結びの挨拶で終 えて
いる。
次 は や や 長 い レ タ ー で あ る 。

























本 状 は返信 であ る。 冒頭 で 受信 レ ター の 内容 を確 認 し,商 品 の無事 到 着 を"MayGod_"と や
や大 げ さに表 明 して いる。 そ して,種 々 の商 品(綿,砂 糖,絹)事 情 に言及 した後,後 半 で は,
為 替 手形 の 引受 と新 たな商 品(牛 の角)の 購入 の可否 につ いて 問い合 わせ てい る。発 信 者 は一旦
ここで終 えて い る(``Withcordialregards ,&c.")が,末 尾 で 追加 的 に最新 情 報 を提 供 して い る。
本 文 で様 々 な用件 に言及 した に もかか わ らず,さ らに追伸 を活 用 してい る。
次 は17世 紀 後 半 の レ タ ー で あ る 。


































本 状 は,船 の 監 督 者(船 長)に 宛 て た 詳 細 な 移 動 指 示 で あ る 。 本 文 は ピ リ オ ドの な い 文 章 で 書
か れ て い る た め わ か りづ ら い が,用 件 は,移 動 し た 目 的 地(港)で の 商 品(貨 物)の 積 込 み や 荷
卸 し(処 分)に 関 し て,現 地 の 担 当 者 の 指 示 に 従 い な さ い と い う 指 令 で あ る 。 こ の よ う な 詳 細 な
説 明 に も か か わ ら ず,追 伸(「 当 方 の 指 示 に 不 満 の あ る 場 合 に は 貴 方 に 任 せ る 」)を 活 用 し て い
る 。
本 状 も レ タ ー(6)と 同 様 に,本 文 で の 用 件 説 明 以 上 に,「 追 伸 」 が 有 効 活 用 さ れ た 例 で あ る 。
余 計 な 挨 拶 も な く,用 件 の み を 伝 え て い る 。
下 記 も 同 じ よ う な 追 伸 を 活 用 し た 例 で あ る 。



















本 状 は,具 体 的 な 商 取 引 に 関 す る も の で は な い が,組 合 の ロ ン ド ン 駐 在 員 に 宛 て た 業 務 上 の 指
示 で あ る 。 内 容 は,請 願 書 の 送 付 と,組 合 に 不 利 に な ら な い よ う に 取 り計 ら う こ と の 要 望 で あ
る 。 本 状 も レ タ ー(7)と 同 様 に,追 伸 で 追 加 指 示(「 コ ピ ー 送 付 」)が な さ れ て い る 。
4-2.特 徴
上記例 か らわかる ように,17世 紀の商人 レターで は,用 件 で ある本 文 の説 明がや や冗 長 と
なっている。 これ は,受 信者 の理解度 を高 めることに重点が置 かれていたため と思 われる。マ
ニュアルの指示通 りに用件 を簡潔 に書 くのではな く,少 し長め(詳 細)に 書 く傾向が見 られた。
しか も追伸 を意識的に活用 している例が多かった。
この 「追伸」 に関 して,当 時のマニュアルでは特 に言及 されてお らず,ま してその活用 は否定
されていない。 レターの受発信が限られていた当時の こと故,発 信者(商 人)は,レ ターで知 ら
せ るべ き用件の説明が終 った直後 に自分の身辺 で起 きた新 たな状況の変化や進展,直 近情報 な
ど,新 たに後 日の レターで伝 えるよりも比較 的気軽かつ容易に しか も早 く,追 伸 という形 で伝 え
ようとしたのであろう。商人 は追伸 を効果的に活用することによって,迅 速かつ簡単 に最新情報
を提供することがで きたようである。
商 人 レ タ ー の 冒 頭 で は,モ デ ル レ タ ー と 同 様 に,冒 頭 敬 辞 の 活 用 が 多 く な っ て い る 。 例 え ば
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"MrNicholarsBear"(7)
"MrCary"(8)
と,多 用 さ れ て い る 。
次 に,本 文 の 書 き 出 し で は,冒 頭 の 挨 拶 を 省 き,受 発 信 レ タ ー に 言 及 し て か ら 用 件 を 述 べ る 方












な ど で あ る(レ タ ー の 代 名 詞``Yours"形 の 活 用 が 多 い 。 「時 」 強 調 表 現 も 多 用 し て あ る)。 し か し






の よ う に,仰 々 し く は な く,簡 潔 な 挨 拶 文 で あ る 。








な ど,比 較 的簡 潔 な終 り方 とな って い る。 また,結 び の挨拶 の な い例[(6)(7)(8)]も 見 られ た
が,こ れ は,発 信 者 が 「追伸 」 を活用 したた め に,あ えて結 びの挨 拶 を省 いた の であ ろ う。
用 件説 明 の終 了 表現(「 以 上」)も1例(1)の みで,こ れ は,冒 頭 の 通 知表 現 活 用例 の少 な さ
と関連が あ るの か も しれ ない。
本 文で の神 へ の言 及 も2例[(4)(6)]と 少 な くな って きて い る。
この ように,商 人 レターでは,冒 頭の挨拶 は必ず しも必要 とされず,用 件説明の通知表現 も活
用 されていない。一般に本文 の書 き出 しで は,特 に17世 紀半ば以 降,受 発信 レターに言及する
書 き方が基本 となっている(挨 拶文 が採用 されている レター例[(1)(2)(3)]は いつれ も40年
代,50年 代の ものである)。
ただ,末 尾 に関 しては,簡 潔ではあるが,何 らかの結びの挨拶が要求 されている。 当時の商人
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たちにとって,用 件の説明だけで終 える方法にはまだ抵抗(礼 儀 に反す るという思い)が あった
のか もしれない。
上記のこ とか ら,17世 紀の商人 レターは,用 件の説明が冗長 となる傾 向はあ るが,冒 頭,末
尾では,16世 紀 に顕著であ った仰 々 しさが消 え,マ ニ ュアルの指示通 りの簡潔 さに近づいてい
ると言 える。
5.ま とめ 一17世 紀の特徴一
17世 紀は依然 として16世 紀の影響 を受け,相 手 を敬 う書 き方が重視 されている。その代表的
な教 えは,「 間隔(ス ペース)の 活用」である。行 と行 との間隔(ス ペ ース)の 大 きさに よって
相手への尊敬 の度合 いを示す方法である。例えば,宛 名 を書 く場合,1行 目と2行 目の間隔 を広
く取れば,そ れだけ尊敬 の度合 いが大 きいことを意味する。同様 に,レ ター本文 の文頭 において
も,身 分の高い人に出す場合 は,冒 頭敬辞("Sir")と 書 き出 しの間隔を十分あける必要がある。
一方
,身 分 の低 い者 に対 す る場合 は間隔 を広 く取 る必 要 はない。商 人宛の場合 は,冒 頭敬辞
[「敬称("Mr")+名 前」]で 呼びかけ,そ の まま本文に入 る方が望 ましい と教 えてい る。末尾に
おいて も,レ ター本文の終 りと結尾語の間隔をあければあるほ ど,尊 敬の度合 いが高いことにな
る。
このような発信者 と受信者の身分の上下 を行 と行の間隔(ス ペース)で 表わす方法 は,非 常に
ユニークな教 えである。 この考 えがやがて 「インデ ント ・ス タイル」の採用に結 びついた もの と
思われる。
この外見上の形式重視の教 えに もかかわ らず,レ ターその ものの仰 々 しさは影 を潜め,16世
紀の特徴 であった冒頭,末 尾のやや冗長 な挨拶 の採用が極端 に少 な くなってい る。17世 紀 の一
般的な レタース タイル としては,冒 頭敬辞で始 ま り,冒 頭 の挨拶 は省 き,受 発信 レターに言及
し,用 件の説明に入る。用件 の説明が終了 した末尾で は,簡 潔 な結びの挨拶 を活用す るか,「 こ
れにて終わ り(以 上)」 「返事 を待つ」 などと結び,結 尾語,署 名で終えるのが望 ましい。
このように,冒 頭では,受 信者への親 しい呼びかけである冒頭敬辞に続 き,受 発信 レターに言
及する書 き方が商人 レター にも多 く見 られた。 まさに 「(長文 レター以外 の場合 には)い きな り
用件 に入った方が望 ましい」(V)の 教 えに従 っている。
末尾 に関 しては,マ ニュアル上で結 びの挨拶の必要性が指摘 されているように,実 際の商人 レ
ターでも簡潔ではあるが結 びの挨拶が依然多用 されている。
さらに,商 人 レターの末尾の特徴 として,「 追伸」の活用 が挙げ られる。マニュアル上での説
明は全 くな く,モ デルレターとして典型例 の提示 もないが,こ のような多 くの追伸が実際 に活用
されているレター に接する と,当 時の商人たちが追伸 を効果的な伝達方法 として意識的かつ積極
的に活用 していたと推測 で きる。
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